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地下埋設物防護復旧参考図改訂版（第２版）の発行にあたって 

 

 

 

ガス、電力、電気通信、上下水道等に係わる地下埋設物の事故は、地域住民の日常生活のみならず、社会全般に重大な影響を

及ぼし、また、人命に危害を及ぼす大事故につながるおそれがあります。 

地下埋設物対策部会では五団体合同安全公害対策本部の部会当時の平成８年１０月に地下埋設物防護復旧参考図を発行し、現

場の工事に携わる方々の設計、施工、安全対策等に供してまいりました。発行以来十数年を経て、施工技術の進歩、資材の品質

の向上等もあり、工法、使用材の企画等にも変化が生じてまいりました。そのため、このたび、関係ご当局、地下埋設物管理者

各位に再度お願いして、現在使用中の地下埋設物防護復旧標準図を提供していただき、その中から代表的なもの、特徴的なもの

を抽出し、地下埋設物防護復旧参考図の改訂版（第２版）として編集し、発行することといたしました。 

 地下埋設物の防護復旧のための工法は、埋設物の大きさ、材質等に応じ、それぞれの現場に適応したものでなければならず、

また、発注者、関係埋設物管理者等との協議の上、決定されなければなりません。したがって、この参考図を使用した場合にも

その都度、協議を行って承認を得た上で施工されるようお願いいたします。 

なお、五団体合同安全公害対策本部は、平成２１年３月に解散しましたが、同年４月には土工協安全環境対策本部、平成２３

年４月には日建連安全対策本部がその事業を承継しております。 

終りに、このたび資料の提供をいただいた関係ご当局、地下埋設物管理者各位、及び資料の収集、参考図の編集にあたられた

本・支部の専門委員の方々に厚くお礼を申し上げます。 

 

平成 24 年 4 月 

 

日 建 連  安 全 対 策 本 部 

安全委員会 地下埋設物対策部会 

建 設 三 団 体 安 全 対 策 協 議 会 

(日 建 連 、 道 建 協 、 埋 浚 ) 



工事種別 埋設管の種類 防護の種類 形状・材質 埋設物管理者・企業者 図面番号 頁 工事種別 埋設管の種類 防護の種類 形状・材質 埋設物管理者・企業者 図面番号 頁

水道管 吊 鋳鉄管（ソケット継手除く）、鋼管 東京地下鉄㈱ 水道ー１（防護） 1 水道管 受 無筋、鉄筋コンクリート受台 東京都水道局 水道ー１（復旧） 48

吊 直管 大阪市水道局 水道ー２（防護） 2 受 鋼材受台 東京都水道局 水道ー２（復旧） 49

吊 直管 名古屋市交通局 水道ー３（防護） 3 受 木材防護 東京都水道局 水道ー３（復旧） 50

吊 直管 福岡市水道局 水道ー４（防護） 4 ガス管 受 コンクリート受台 東京ガス㈱ ガスー１（復旧） 51

吊 鋳鉄管（ソケット継手） 東京都水道局 水道ー５（防護） 5 受 コンクリート受台 東京ガス㈱ ガスー２（復旧） 52

固定 曲管 東京地下鉄㈱ 水道ー６（防護） 6 受 鋼製受台 東京ガス㈱ ガスー３（復旧） 53

ガス管 吊 鋼管、TM管 東京ガス㈱ ガスー１（防護） 7 受 鋼製受台 東京ガス㈱ ガスー４（復旧） 54

吊 直管（φ400以下） 名古屋市交通局 ガスー２（防護） 8 受 鋼製受台 東京ガス㈱ ガスー５（復旧） 55

吊 直管 大阪ガス㈱ ガスー３（防護） 9 受 鋼製受台 東京ガス㈱ ガスー６（復旧） 56

吊 直管 大阪ガス㈱ ガスー４（防護） 10 受 木製受台 東京ガス㈱ ガスー７（復旧） 57

吊 水取器 大阪ガス㈱ ガスー５（防護） 11 受 小規模工事用受け防護 東京ガス㈱ ガスー８（復旧） 58

吊 水取器 大阪ガス㈱ ガスー６（防護） 12 受 小規模工事用受け防護 東京ガス㈱ ガスー９（復旧） 59

横振れ防止 バルブ 東京ガス㈱ ガスー７（防護） 13 受 バルブ受け防護 東京ガス㈱ ガスー１０（復旧） 60

固定 分岐、曲管、管端部（内圧に対する固定） 東京ガス㈱ ガスー８（防護） 14 受 TM管以外の鋳鉄管の規格 東京ガス㈱ ガスー１１（復旧） 61

固定 鋼管、鋳鉄管（温度変化による伸縮固定） 東京ガス㈱ ガスー９（防護） 15 受 鉄筋コンクリート受け防護（φ150以下） 名古屋市交通局 ガスー１２（復旧） 62

抜け出し防止 曲管 東京ガス㈱ ガスー１０（防護） 16 受 鉄筋コンクリート受け防護（φ400以下） 名古屋市交通局 ガスー１３（復旧） 63

抜け出し防止 チーズ、水取器、バルブ 東京ガス㈱ ガスー１１（防護） 17 受 鉄筋コンクリート受け防護（φ500以下） 名古屋市交通局 ガスー１４（復旧） 64

抜け出し防止 センブル、切管、カップ、プジョン 東京ガス㈱ ガスー１２（防護） 18 下水管 受 空洞ブロック、コンクリート、鋼材受台 東京都下水道局 下水ー１（復旧） 65

下水管 吊 鉄筋コンクリート管 東京都下水道局 下水ー１（防護） 19 受 空洞ブロック、コンクリート、鋼材受台 東京都下水道局 下水ー２（復旧） 66

吊 A型管、B型管、C型管 大阪市下水道局 下水ー２（防護） 20 受 鉄筋コンクリート受台（φ600～φ800） 名古屋市交通局 下水ー３（復旧） 67

吊 ヒューム管（φ600～φ800） 名古屋市交通局 下水ー３（防護） 21 受 仮配管、ダクタイル管受け防護 名古屋市交通局 下水ー４（復旧） 68

吊 ヒューム管（φ900～φ1200） 名古屋市交通局 下水ー４（防護） 22 受 人孔防護（コンクリートブロック、鋼材） 東京都下水道局 下水ー５（復旧） 69

吊 ヒューム管（φ1350～φ1650） 名古屋市交通局 下水ー５（防護） 23 受 人孔防護（コンクリートブロック、鋼材） 東京都下水道局 下水ー６（復旧） 70

吊 ヒューム管（φ1800～φ2200） 名古屋市交通局 下水ー６（防護） 24 受 人孔防護（コンクリート、鋼材） 東京地下鉄㈱ 下水ー７（復旧） 71

吊 ヒューム管（φ2400～φ2600） 名古屋市交通局 下水ー７（防護） 25 受 人孔防護復旧工図 名古屋市交通局 下水ー８（復旧） 72

吊 ヒューム管（φ2800～φ3000） 名古屋市交通局 下水ー８（防護） 26 通信管路 受 コンクリートブロック、鋼材受台 東日本電信電話㈱ 通信ー１（復旧） 73

吊 仮鋼管（φ500以下） 名古屋市交通局 下水ー９（防護） 27 受 マンホール復旧（コンクリートブロック、鋼材） 東日本電信電話㈱ 通信ー２（復旧） 74

吊 仮鋼管、ダクタイル管（φ600～φ900） 名古屋市交通局 下水ー１０（防護） 28 受 鉄筋コンクリート受け防護 名古屋市交通局 通信ー３（復旧） 75

吊 人孔防護 東京都下水道局 下水ー１１（防護） 29 受 鉄筋コンクリート受け防護 名古屋市交通局 通信ー４（復旧） 76

通信管路 吊 鋳鉄管、鋼管、塩化ビニール管 東日本電信電話㈱ 通信－１（防護） 30 受 マンホール復旧（鉄筋コンクリート） 名古屋市交通局 通信ー５（復旧） 77

吊 仮防護用木製マンホール 東日本電信電話㈱ 通信－２（防護） 31 電力管路 受 マンホール復旧（コンクリート、鋼材） 東京電力㈱ 電力ー１（復旧） 78

吊 鋼管、鋳鉄管、硬化ビニール管（9条以下） 名古屋市交通局 通信－３（防護） 32 受 無筋コンクリート、鋼材受台 参考図 電力ー２（復旧） 79

吊 鋼管、鋳鉄管、硬化ビニール管（35条以下） 名古屋市交通局 通信－４（防護） 33 受 コンクリートブロック、鉄筋コンクリート受台 東京電力㈱ 電力ー３（復旧） 80

電力管路 吊 鋳鉄管、鋼管、SVP管 東京電力㈱ 電力ー１（防護） 34 受 鉄筋コンクリート受台 名古屋市交通局 電力ー４（復旧） 81

吊 鋼管（中部電力　φ125/6条以下） 名古屋市交通局 電力ー２（防護） 35 受 直埋設復旧 東京電力㈱ 電力ー５（復旧） 82

吊 鋼管（中部電力　φ125/12条以下） 名古屋市交通局 電力ー３（防護） 36

吊 部分胴締管　９孔以下 九州電力㈱ 電力ー４（防護） 37

吊 直埋ケーブル防護 東京電力㈱ 電力ー５（防護） 38

こわし防護 マンホール 東京電力㈱ 電力ー６（防護） 39

付　　図 土被りが浅い管路の防護 東京地下鉄㈱ 付図ー１ 40

管路の横振れ防護 東京地下鉄㈱ 付図ー２ 41

吊り桁取付工法 東京地下鉄㈱ 付図ー３ 42

吊り下げ金具 東京地下鉄㈱ 付図ー４ 43

ワイヤーロープ用ワイヤークリップ 東京地下鉄㈱ 付図ー５ 44

埋設物表示板 東京地下鉄㈱ 付図ー６ 45

標準防護形態図 名古屋市交通局 付図ー７ 46

材料規格、材料表 名古屋市交通局 付図ー８ 47
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－ 　 －

図面番号 水道－１（防護）

直管吊防護

東京地下鉄㈱

1

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。
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－ 　 －

図面番号 水道－２（防護）

水道管（直管）吊防護

大阪市水道局

2

専用桁

ワッシャー及び二重ナット

専用桁

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 水道－３（防護）

水道管（直管）吊防護

名古屋市交通局

3

平成17年 3月 一部改訂
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4.00ｍ

影響部なし
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取付ボルトM12 取付ボルトM12

取付ボルトM12取付ボルトM12

取付ボルトM12

取付ボルトM12

取付ボルトM12

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 水道－４（防護）

水道管（直管）吊防護

福岡市水道局

4

吊り桁

覆　工　板

管路外径
ジョイント部100 100

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 水道－５（防護）

鋳鉄管（ソケット継手）

東京都水道局

5

鋳鉄管（ソケット継手）

側 面 図側 面 図

断 面 図

断 面 図

吊間隔

・横振れ防護を併用する

・枕受材の継手部は相欠きとし、いも継手はさける

・横振れ防護を併用する

・枕受材の継手部は相欠きとし、いも継手はさける
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L

(ｍ)以内

吊間隔 ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ
（両ｱｲ付）

ﾜｲﾔｰｸﾘｯﾌﾟ呼び径
D

( m m ) (mm)以上 (mm)以上 (mm)以上
L

(ｍ)以内

D

松丸太二ツ割

専用吊桁

桁受

ワイヤークリップ ワイヤーロープ

ターンバックル

500 300

ステープル止め ボルトナット

吊り間隔

専用吊桁

桁受

支持杭

ゴム板

t=6㎜

ゴム板

t=6㎜　２枚重ね

桁受

支持杭

ワイヤークリップ

松丸太二ツ割

ワイヤークリップ

ターンバックル

ワイヤーロープ

キャンパー　松角（75×75）

枕材　松角（100×100）

枕受材　松角（100×100）
キャンパー　松角（150×150）

枕材　松角（150×150）

枕受材　松角（150×150）

ワイヤーロープ

ボルトナット

松丸太二ツ割

ワイヤークリップ

ターンバックル

専用吊桁

桁受

ステープル止め

吊り間隔吊り間隔 500 300

ターンバックル

専用吊桁
ワイヤーロープ

松丸太二ツ割

ワイヤークリップ

D

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 水道－６（防護）

水道曲管防護

東京地下鉄㈱

6

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－１（防護）

ガス管吊防護

東京ガス㈱

7

等辺山形鋼
Ｌ－150×150

等辺山形鋼
Ｌ－150×150

等辺山形鋼
Ｌ－150×150

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－２（防護）

ガス管吊防護（φ400以下）

名古屋市交通局

8

平成17年 3月 一部改訂

1212

12
250

800 800400
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24

24
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12
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40

12
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12

覆工板

横桁 H－300×300×10×15及び
受け溝形鋼［－300×90×9×13
ℓ＝500は杭ごとに取り付ける。

12

12

12

12

12

再生砕石

再生砕石

12

12

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－３（防護）

ガス管吊防護

大阪ガス㈱

9

［注］1.

2.

3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.

丸　　鋼：JISG3112の鉄筋コンクリート用棒鋼（SR235）とし、形状・寸法・その他
は、JISG3191による。
平　　鋼：JISG3101の一般構造用圧延鋼材（SS400）とし、形状・寸法・その他は、
JISG3194による。
六角ナット：JISB1181の六角ナット1種並3級4Tとする。
座　　金：JISB1256の並丸平座金とする。
吊り桁のボルト孔：JISB1001の3級とする。
ネ ジ 部：旧JISB0205のメートル並目ネジとし、その精度は、旧JISB0209の3級とする。
ゴム板については、合成ゴム同等品以上とする。
ターンバックルについては、JISA5541とする。
（　）内の寸法は、管呼径100A～300Aに適用する。
ターンバックルを挿入できない寸法のときは、六角ナットで調節する。
溶接は、全て工場溶接とする。

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－４（防護）

ガス管吊防護

大阪ガス㈱

10

［注］1.

2.

3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

丸　　鋼：JISG3112の鉄筋コンクリート用棒鋼（SR235）とし、形状・寸法・その他
は、JISG3191による。
平　　鋼：JISG3101の一般構造用圧延鋼材（SS400）とし、形状・寸法・その他は、
JISG3194による。
六角ナット：JISB1181の六角ナット1種並3級4Tとする。
座　　金：JISB1256の並丸平座金とする。
吊り桁及び吊り支持具のボルト孔：JISB1001の3級とする。
ネ ジ 部：旧JISB0205のメートル並目ネジとし、その精度は、旧JISB0209の3級とする。
ゴム板については、合成ゴム同等品以上とする。
（　）内の寸法は、管呼径100A～300Aに適用する。
上記以外の鋼材は、JISG3101の一般構造用圧延鋼材（SS400）とする。
溶接は、全て工場溶接とする。

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－５（防護）

ガス管（水取器）吊防護

大阪ガス㈱

11

［注］1.

2.

3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.

丸　　鋼：JISG3112の鉄筋コンクリート用棒鋼（SR235）とし、形状・寸法・その他
は、JISG3191による。
平　　鋼：JISG3101の一般構造用圧延鋼材（SS400）とし、形状・寸法・その他は、
JISG3194による。
六角ナット：JISB1181の六角ナット1種並3級4Tとする。
座　　金：JISB1256の並丸平座金とする。
吊り桁のボルト孔：JISB1001の3級とする。
ネ ジ 部：旧JISB0205のメートル並目ネジとし、その精度は、旧JISB0209の3級とする。
ゴム板については、合成ゴム同等品以上とする。
ターンバックルについては、JISA5541とする。
（　）内の寸法は、管呼径100A～300Aに適用する。
ターンバックルを挿入できない寸法のときは、六角ナットで調節する。
溶接は、全て工場溶接とする。

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－６（防護）

ガス管（水取器）吊防護

大阪ガス㈱

12

［注］1.

2.

3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

丸　　鋼：JISG3112の鉄筋コンクリート用棒鋼（SR235）とし、形状・寸法・その他
は、JISG3191による。
平　　鋼：JISG3101の一般構造用圧延鋼材（SS400）とし、形状・寸法・その他は、
JISG3194による。
六角ナット：JISB1181の六角ナット1種並3級4Tとする。
座　　金：JISB1256の並丸平座金とする。
吊り桁及び吊り支持具のボルト孔：JISB1001の3級とする。
ネ ジ 部：旧JISB0205のメートル並目ネジとし、その精度は、旧JISB0209の3級とする。
ゴム板については、合成ゴム同等品以上とする。
（　）内の寸法は、管呼径100A～300Aに適用する。
上記以外の鋼材は、JISG3101の一般構造用圧延鋼材（SS400）とする。
溶接は、全て工場溶接とする。

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－７（防護）

ガス管バルブ横振れ防護

東京ガス㈱
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41

43

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－８（防護）

ガス管の固定（内圧に対する固定）

東京ガス㈱

14

43

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－９（防護）

ガス管の固定（温度変化による伸縮の固定）

東京ガス㈱
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SS400 SS400
SS400

（締め付けトルク100N・ｍ）

SS400

SS400 SS400
SS400

（締め付けトルク100N・ｍ）

SS400

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

L

L

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－１０（防護）

ガス曲管の抜け出し防護

東京ガス㈱

16

SS400 SS400 SS400 SS400 SS400

（締付トルク100N・ｍ）

① ②

①

②

①

②

①

②

① ② ① ②

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－１１（防護）

チーズ、水取器、バルブ抜け出し防護

東京ガス㈱

17

SS400 SS400 SS400 SS400 SS400

（締め付けトルク100N・ｍ）

①

①

①

①

①

①

①

②

②

①

②

②

②

②

① ① ② ① ②

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－１２（防護）

センブル、切管、カップ、ブション抜け出し防護

東京ガス㈱
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SS400 SS400 SS400 SS400

（締め付けトルク100N・ｍ）

①②

① ②

① ① ①②

① ②

① ② ① ②

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 下水－１（防護）

下水管吊防護

東京都下水道局
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2 1010

250×90
×11×145

250×90
×11×145

250×90
×11×145

250×90
×11×145

250×90
×11×145

13 19 133 2 3 3

12

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 下水－２（防護）

下水管吊防護

大阪市下水道局

20

覆工板 覆工板 覆工板

覆工板

覆工板覆工板

吊桁 吊桁 吊桁

吊桁 吊桁

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



楔楔楔

楔 楔

腹起し

覆工板

覆工板 覆工板

覆工板 覆工板 覆工板 覆工板

覆工板

－ 　 －

図面番号 下水－３（防護）

ヒューム管（φ600 ～φ800）

名古屋市交通局

21

平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



腹起し

－ 　 －22

図面番号 下水－４（防護）

ヒューム管（φ900 ～φ1200）

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

覆工板

覆工板

覆工板 覆工板 覆工板 覆工板

覆工板 覆工板

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



100

腹起し

覆工板

覆工板

覆工板

覆工受桁

16φ@125

覆工受桁
覆工板

覆工受桁

覆工板

覆工受桁

覆工受桁

覆工受桁

－ 　 －

図面番号 下水－５（防護）

ヒューム管（φ1350 ～φ1650 ）

名古屋市交通局

23

平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



腹起し

3
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5
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100

16φ@125

設置し、

取付ボルト
M24

取付ボルト
M16

M24

380

－ 　 －

図面番号 下水－６（防護）

ヒューム管（φ1800 ～φ2200）

名古屋市交通局

24

平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －25

図面番号 下水－７（防護）

ヒューム管（φ2400 ～φ2600）

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

[-380×100×13×20

[-380×100×13×20
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[-300×90×9×13
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[-380×100×13×20

[-380×100×13×20

スリーブV.P.125@2000
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覆工受桁

つり桁 H-300×300×10×15

つり桁 H-300×300×10×15 ℓ=6100

土留杭
H-300×300×10×15

A

A

影響部 本体部
横断方向の場合

(B部) (A部)

つりボルトM36

土留板 厚60

土留板 厚60

ℓ=200

半割木材

流入防止コンクリート壁

流入防止コンクリート壁

WRφ33.5

WRφ33.5 ℓ変

継手コンクリート巻立

調査填充パイプ(φ50）

2に1ヶ所設置 ℓ=600

WRφ33.5
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再生砕石

横桁H-300×300×10×15および
受け溝形鋼[-300×90×9×13

(ℓ=500)は杭ごとに取り付ける。

肋筋 10φ@250

注記： １．B部土留杭の長さは、施工平面図を参照すること。

２．B部の掘削深さが4～8ｍの場合は、埋設物直上に切梁・腹起しを、

　　１段架設すること。なお、使用部材は下記のとおりとする。

　　　切ばり　H-300×300×10×15 @2500

　　　腹起し

厚 100

再生砕石 厚100

土留杭

16φ@125
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[-300×90×9×13

取付ボルト
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M16
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B部の杭は埋殺し @1500以下
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つり桁 @1000以下
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@1000以下
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つり桁 H-300×300×10×15 ℓ=6100

土留板 厚60

ℓ=200
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半割木材

WRφ33.5 ℓ変

継手コンクリート巻立

スリーブVP125@2000 ℓ=900
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土留板 厚60

ℓ=200

ℓ=6100

半割木材
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継手コンクリート巻立

スリーブVP125@2000
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注記：1.つりボルト用ナットは、2個以上使用する。

2.B部の調査填充パイプは、床版施工前に設置し、

　埋戻し前に調査填充する。

3.受桁架設後、仮つり桁を撤去する。(A部)

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －26

図面番号 下水－８（防護）

ヒューム管（φ2800 ～φ3000）

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂
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注記： １．B部土留杭の長さは、施工平面図を参照すること。

２．B部の掘削深さが4～8ｍの場合は、埋設物直上に切梁・腹起しを、

　　１段架設すること。なお、使用部材は下記のとおりとする。

　　　切ばり　H-300×300×10×15 @2500
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取付ボルト M20

取付ボルト M16

ℓ=750
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H-440×300×11×18

つり桁 H-300×300×10×15 ℓ=6600
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継手コンクリート巻立

スリーブVP125@2000 ℓ=900
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取付ボルト M24

取付ボルト M20
ℓ=750
つりボルト M36
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1
5
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防護コンクリート

[-380×100×13×20

H-300×300×10×15

[-380×100×13×20

H-440×300×11×18

つり桁 H-300×300×10×15 ℓ=6600
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半割木材

WRφ33.5 ℓ変

継手コンクリート巻立

スリーブVP125@2000 
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φ
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取付ボルト M24

取付ボルト M20
ℓ=750
つりボルト M36

覆工受桁

覆工板

1
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注記：1.つりボルト用ナットは、2個以上使用する。

2.B部の調査填充パイプは、床版施工前に設置し、

　埋戻し前に調査填充する。

3.受桁架設後、仮つり桁を撤去する。(A部)

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



影響部なし

2000 以下

楔
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本体部
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覆工受桁

覆工受桁

覆工受桁 覆工受桁
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覆工板 覆工板 覆工板

覆工受桁

覆工板

A-A
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1.横板固定装置は、両端と中間部は6.0ｍ間隔
　以下を原則として取り付ける。
2.つりボルト用ナットは、２個以上使用する。

平成17年 3月 一部改訂

60土留板 1000 以下 2000 以下 2000 以下2000 以下

楔

L-65×65×6 ℓ変

－ 　 －27

図面番号 下水－９（防護）

仮鋼管（φ500 以下）

名古屋市交通局

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －28

図面番号 下水－１０（防護）

仮鋼管・ダクタイル管（φ600～φ900）

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

横断方向の場合

断面 A-A

断面 E-E

断面 B-B 断面 C-C 断面 D-D

縦断方向の場合
影響部

（B部） （A部）

本体部

[-200×90×8×13.5

[-380×100×13×20 [-150×75×6.5×10

[-150×75×6.5×10

ℓ=1700

L-65×65×6

L-65×65×6　ℓ変
ℓ=1700

ボルトM12

ℓ=2500

[-150×75×6.5×10

ℓ=1800

[-150×75×6.5×10

ℓ=1700

[-150×75×6.5×10

ℓ=1800

[-150×75×6.5×10

ℓ=1700

ゴムパッキング

厚10×75×900

ゴムパッキング

厚10×75×900

ゴムパッキング

厚10×75×900

ゴムパッキング

厚10×75×1500
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[-300×90×9×13

[-150×75×6.5×10

L-65×65×6

L-65×65×6

[-150×75×6.5×10

L-65×65×6 L-65×65×6

[-150×75×6.5×10 [-150×75×6.5×10 [-150×75×6.5×10

つり桁  H-300×300×10×15

 H-300×300×10×15

 つり桁　H-300×300×10×15

つり桁

覆工板 覆工板 覆工板

覆工板

覆工板

覆工板

覆工受桁

覆工板

覆工受桁

覆工受桁

覆工受桁

覆工受桁
覆工受桁

覆工受桁

砂填充

砂填充

覆工受桁

 H-300×300×10×15

 つり桁　H-300×300×10×15

つり桁

H-300×300×10×15

つりボルト　M12

楔 楔

楔 楔

つりボルトM12　ℓ変 つりボルトM12　ℓ変

つりボルト　M12

つり桁　＠2000以下

H-300×300×10×15

H-300×300×10×15

[-300×90×9×13

H-300×300×10×15

横桁 H-300×300×10×15

及び受け溝形鋼[-300×90×9×13　
ℓ=500は、枕ごとに取り付ける。

B部の杭は埋殺し＠1500以下

注記：　1.B部土留枕の長さは,施工平面図を参照すること。

　　　　2.B部の掘削深さが4～8ｍの場合は、埋設物直上に切架・腹起しを、　

　　　　　　1段架設すること。なお、使用部材は下記のとおりとする。

　　　　　　切ばり　H-300x300×10×15　＠2500

　　　　　　腹起し

　

注記： 1. 横振固定装置は、両端と中間部は6.0ｍ間隔以下を原則として取付ける。

2. つりボルト用ナットは、2個以上使用する。

3. 管のジョイント部は、両側2箇所つりを原則とする。（ダクタイル管のみ）

4. 鋼管φ600～φ900はB部不要とする。

5. B部の調査充填パイプは、床版施工前に設置し埋戻し前に調査填充する。

つりボルトM12

WRφ12

16φ @125

厚100
再生砕石

肋筋10φ ＠250
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ℓ=400

ℓ=1800

つりボルト　M12

ℓ=500

土留板　厚60

[-380×100×13×20

[-150×75×6.5×10

H-300×300×10×15

WRφ12　ℓ変

ℓ=2500

ℓ=300ゴムパッキング

厚10×75×1500

ゴムパッキング

厚10×75×900

ゴムパッキング
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 [-200×90×8×13.5　ℓ=2500

取付ボルトM16
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取付ボルトM24

取付ボルトM24

取付ボルトM24
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取付ボルトM16

取付ボルトM16 取付ボルト

取付ボルト
M24

A B C
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D

E

E

D

B

A

流入防止
コンクリート壁

M12

取付ボルト
M16

つり桁限界スパン表

つり桁
限界スパン

横断方向・縦断方向

9.0ｍH-300×300×10×15

流入防止コンクリート壁

調査填充パイプ(φ50）

2に1箇所設置 ℓ=1500

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 下水－１１（防護）

下水管円形人孔防護

東京都下水道局
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（   250×90×11×14.5）

（   250×90×11×14.5）
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（   250×90×11×14.5）
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3ケ13（ ） 3ケ13（ ） 3ケ13（ ）
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［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 通信－１（防護）

通信管路吊防護

東日本電信電話㈱

30

4 4 4 4 4

NTT東京支社標準図に東京地下鉄（株）
標準図を一部添載

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 通信－２（防護）

仮防護用木製マンホール

東日本電信電話㈱

31

溝形鋼

上部主桁

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



土留板厚60

覆工受桁

つりボルトＭ20

[-125×65×6×8

取付ボルト Ｍ24

H-300×300×10×15

横桁 H-300×300×10×15
受け溝形鋼 [ -300×90×9×13　ℓ＝500
ごとに取り付ける。

D16 @125

1500以下

再生砕石厚100

肋筋 D10 @250

H-300×300×10×15 @1500以下
B部の杭は埋殺し

[ -380×100×13×20

[ -150×75×6.5×10

1500以下

土留杭

取付ボルト Ｍ24

1500以下

750以下

（ Ｂ 部 ）（ Ａ 部 ）

本 体 部影 響 部

横断方向の場合

[ -125×65×6×8

覆 工 板

覆 工 受 桁

L-75×75×6

1500以下

L-75×75×6

[ -125×65×6×8

[ -125×65×6×8

1500以下

つりボルトＭ20

つり桁 H-300×300×10×15

[ -125×65×6×8

1500以下

枕　木

[ -125×65×6×8

500以下
ボルトＭ16

覆工受桁

2000以下 2000以下

つり桁

鋼管と硬化ビニール管の混用管路の場合

覆 工 板

2000以下 2000以下

つりボルト Ｍ20

2000以下

L-75×75×6

ボルトＭ16

[ -125×65×6×8
枕　木

L-75×75×6

[ -125×65×6×8角材 50×50
管路防護板

木材厚24または鋼板厚2.3
550×600×ℓ　ℓ ＝ 管路露出長

縦断方向の場合

覆 工 板

覆 工 受 桁
[-150×75×6.5×10

ℓ ＝2000

取付ボルトＭ24

取付ボルトＭ16

ゴムパッキング　厚10×40×400

[-125×65×6×8　ℓ＝800

土留板厚60

H-300×300×10×15

[-300×90×9×13

Ｈ-300×300×10×15

取付ボルトＭ24

D13 @250

再生砕石厚100

ボルトＭ16
　ℓ＝1300

800 400 800
取付ボルトＭ24

[-380×100×13×20

L-150×150×12

つりボルトＭ20　ℓ 変

調査填充パイプ（　50）

２㎡に１箇所設置 ℓ＝600

取付ボルトＭ24

[注 ]１.Ｂ部土留杭の長さは施行平面図
　 を参照すること。
２.Ｂ部の掘削深が４～８ｍｍの場合は
　 埋設物直上に切梁腹起しを
　 １段架設すること。なお、仕様部材は
　 下記の通りとする。

切　架　Ｈ-300×300×10×15　＠2500
腹起し

覆 工 板

[-125×65×6×8　ℓ＝1200

取付ボルト Ｍ20

Ｌ－75×75×6

ℓ 変

取付ボルト Ｍ20

[-125×65×6×8

ℓ =1200

900

ゴムパッキング
厚 10×40×400

ボルトＭ16 ℓ = 1300

L-75×75×6　ℓ=1050

つり桁

覆工受桁

覆 工 板

[-125×65×6×8　ℓ = 1100

取付ボルト Ｍ20

枕木 50×50　ℓ = 400

[-125×65×6×8

ℓ = 1100
900

ゴムパッキング
厚 10×40×400

つりボルト Ｍ20 ℓ 変

ボルト Ｍ16 ℓ = 1300

つり桁

覆工受桁

覆 工 板

覆 工 受 桁

つり桁 H-300×300×10×15

[-125×65×6×8

ℓ =800

600

つりボルト Ｍ20 ℓ変

枕木 50×50　ℓ=400

ボルト Ｍ16 ℓ=1300

ゴムパッキング

厚 10×40×400

つ り 桁
限界スパン

Ｈ-300×300×10×15

横断方向・縦断方向

9.00ｍ

覆 工 板

覆 工 受 桁

つり桁 H-300×300×10×15

取付ボルト Ｍ20

取付ボルト Ｍ20

[-125×65×6×8

ℓ =900

600

L-75×75×6
ℓ=300

ボルトＭ16 ℓ=1300

L-75×75×6

ℓ 変

ゴムパッキング
厚 10×40×400

L-75×75×6

ℓ=400

[注 ] １.横堰固定装置は、両端と中間部は５ｍ

　 間隔以下を原則として取り付ける。

２.つりボトル用ナットは、２個以上使用する。

３.Ｂ部の調査填充パイプは床版施工前に設置し、

　 埋戻し前に調査填充する。

　 

6
0
0

550 管路防護板
木材厚 24 または鋼板厚 2.3
550×600×ℓ
ℓ＝管路露出長

鋼管と硬化ビニール管の混用管路の場合

鋼管と硬化ビニール管の混用管路の場合は、防護板を取り付ける。

なお、埋戻しの時点で防護板を撤去する。

－ 　 －32

図面番号 通信－３（防護）

鋼管、鋳鉄管、硬化ビニール管（９条以下）

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂
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取付ボルトＭ24
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［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



750以下

覆工受桁

横桁

覆工受桁 覆工受桁

覆工板覆工板

覆工受桁
覆工受桁

覆工板 覆工板

覆工受桁

覆工板

土留板厚60

H-300×300×10×15 7.50m 7.80m

9.80m 10.50mH-350×350×12×19

及び受け溝形鋼
は杭ごとに取り付ける。

B部の杭は埋殺し

管路防護板

鋼板

つり桁
限界スパン

横断方向 縦断方向

鋼管と硬化ビニール管の混用管路の場合は、防護板を取り付ける。

なお、埋戻しの時点で防護板を撤去する。

断面 D-D

装置

調査填
調査填

床版施工前B

間隔

1000×1050×ℓ ℓ= 管路露出長

覆工受桁

覆工板

土留板厚60

掘削深 埋設物直上に切梁腹起しを
1段架設すること。

切　梁
腹起し

部材

調査墳充パイプ

2㎡に1箇所設置

3
5
0

5
0

影響部

覆工受桁

覆工板

管路防護板

1000×1050×ℓ
板厚 2.3

ℓ＝管路露出長

肋筋

ℓ=500

ℓ=
ℓ=

ℓ=

ℓ= ℓ=

ℓ=

ℓ=

ℓ=
ℓ=

ℓ=

ℓ=

ℓ=

ℓ=

ℓ変

ℓ変

ℓ変
ℓ変

ℓ変

ℓ=

ℓ=

ℓ=

ℓ=

ℓ=2700

ℓ=

－ 　 －33

図面番号 通信－４（防護）

鋼管、鋳鉄管、硬化ビニール管（３５条以下）

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 電力－１（防護）

電力管路吊防護（１）

東京電力㈱
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（注1）

（注1）

（注1）

（注1）

（注1）

（注1）

（注1）

（注1）

（注1）（注1）

（注1）
（注1） （注1）

（注1）（注1）

（注1）
（注1）

（注1）

（注1）

（注1） （注1）

（注1）

（注1）

1m20cm。

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



横断方向の場合

断面ＡーＡ 断面ＢーＢ

つり桁限界スパン表

断面ＣーＣ
（横振固定）

断面ＤーＤ
（横振固定）

縦断方向の場合

土留杭

750以下

900

[-75×40×5×7

[-75×40×5×7

[-75×40×5×7

[-75×40×5×7

ℓ＝1200

ℓ＝1200

ℓ＝1600

ℓ＝1030

[-75×40×5×7 [-75×40×5×7

Ｌ-65×65×6

Ｌ-65×65×6 ℓ変

Ｌ-65×65×6 Ｌ-65×65×6

Ｌ-65×65×6

Ｌ-65×65×6 ℓ変

Ｌ-65×65×6

中電設置受台

中電設置受台

（コンクリート製）
（88×60×342）

（コンクリート製）
（88×60×342）

ボルトM12

ボルトM12

ゴムパッキング
厚10×40×330

つりボルト M12

つりボルト M12 ℓ変

取付ボルト M12

取付ボルト M12

つりボルト M12 ボルト M12

[-75×40×5×7

つり桁 Ｈ-300×300×10×15

Ｈ-300×300×10×15

Ｈ-300×300×10×15 9.0ｍ

1500以下 1500以下 1500以下 2000以下 2000以下 2000以下 2000以下

覆工板

覆工板

覆工板

覆工受桁

覆工受桁

覆工受桁
つり桁

つり桁

つり桁
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Ａ Ｂ

本体部

（A部）（B部）

影響部なし

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

[-75×40×5×7

中電設置受台
（コンクリート製）
（88×60×342）

900

[-75×40×5×7

[-75×40×5×7

ℓ＝1100

ℓ＝1100

ℓ＝1600ボルトM12

ゴムパッキング

限界スパン

横断方向・縦断方向

厚10×40×330

取付ボルト M12
取付ボルト M12

取付ボルト M12

取付ボルトM12

覆工板

覆工受桁

つり桁

つりボルト M12 ℓ変

500
[-75×40×5×7

[-75×40×5×7

ℓ＝700

ℓ＝300

ℓ＝400

ℓ＝800

ℓ＝1600ボルトM12

ℓ＝1600ボルトM12

ゴムパッキング
厚10×40×330 ゴムパッキング

注：１．横振固定装置は、両端と中間部は
　　　　5.0ｍ間隔以下を原則として取付ける。
　　２．つりボルト用ナットは２個以上使用する。
　　３．管路上端とつり桁下部の間隔が1.0ｍを
　　　　超える場合の横振固定の中間材は、たすき
　　　　掛とする。

厚10×40×330

覆工板

覆工受桁

覆工板

覆工受桁

つり桁 Ｈ-300×300×10×15つり桁

500

平成17年 3月 一部改訂

－ 　 －

図面番号 電力－２（防護）

中部電力管路吊防護（２）φ125／6条以下

名古屋市交通局

35

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 電力－３（防護）

中部電力管路吊防護（３）φ125／12条以下

名古屋市交通局

36

平成17年 3月 一部改訂

12

12

12

12

12

12
12

12

12

12

12

（注）
1.

2.

3.

横振固定装着は、両端と中間部は、5m
間隔以下を原則として取り付る。
つりボルト用ナットは2個以上使用する。
管路上端とつり桁下部の間隔が1mを越え
る場合の横振固定の中間材は、たすき掛
けとする。

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



図面番号 電力－４（防護）

電力管路吊防護（４）

九州電力㈱

－ 　 －37

鋼材　SS400

鋼材　SS400

鋼材　SS400

鋼材　SS400

鋼材　SS400

（ボルトナット）SS400

鋼材　SS400

鋼材　SS400

（ボルトナット）SS400

（ボルトナット）SS400 ［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 電力－５（防護）

電力直埋ケーブルの吊防護（例）

東京電力㈱

38

4

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 電力－６（防護）

電力マンホールこわし防護

東京電力㈱

39

スラブこわし

（スラブ）

スラブ

ベース

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 付図－１

土被りが浅い管路の吊防護

東京地下鉄㈱

40

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 付図－２

管路の横振れ防護

東京地下鉄㈱

41

SS400 SS400

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 付図－３

吊り桁取付工法

東京地下鉄㈱

42

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 付図－４

吊り下げ金具

東京地下鉄㈱

43

(kN)

7

12

19

34

50

80

110

150

200

250

50kN
100kN

4

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 付図－５

ワイヤーロープ用ワイヤークリップ

東京地下鉄㈱

44

日建連
径

同一のクリップで止めない。

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 付図－６

埋設物表示板

東京地下鉄㈱

45

（赤色地に白字）

（橙色地に黒字）（茶色地に白字）

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 付図－７

標準防護形態図

名古屋市交通局

46

平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 付図－８

材料規格・材料表

名古屋市交通局

47

平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 水道－１（復旧）

水道管受防護図

東京都水道局

48

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －49

図面番号 水道－２（復旧）

鋼材防護

東京都水道局
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断面図 側面図
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側面図
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断面図

断面図

鋼材による受台
内径 75㎜～150㎜

断面図
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θ=180゜
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75 1300
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受台間隔寸法表

呼び径 Ｌ

H-300×300×10×15

支柱 H-300×300×10×15

注意事項

1．埋設物受台と構築頂面との間に緑切り用シートを
　 導入すること。
2．受台コンクリート中の鉄骨材と受桁の溶接部は
　 Ф75～Ф350において100㎜としΦ400～Ф1500は
　 端部角50㎜とする。

200 200D

受台コンクリート

13φn=2
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［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。
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－ 　 －50

図面番号 水道－３（復旧）

直管本設木材防護

東京都水道局

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －51

図面番号 ガス－１（復旧）

ガス管のコンクリートスラブ型受台

東京ガス㈱

18N/mm2とする。

61

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－２（復旧）

ガス管のコンクリートパイル型受台

東京ガス㈱

52

18N/mm2とする。

61

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－３（復旧）

鋼製受けはり型受け防護（鋼管）

東京ガス㈱

53

18N/

2［-100×50×5×7.5 2［-100×50×5×7.5

2［-100×50×5×7.5

［-200×80×7.5×11

［-250×90×9×13

2［-100×50×5×7.5

ℓ ℓ ℓ ℓ

ℓ

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－４（復旧）

鋼製受けはり型受け防護（鋳鉄管）

東京ガス㈱

54

2［-100×50×5×7.5

2［-100×50×5×7.5 2［-100×50×5×7.5

2［-100×50×5×7.5

600

［-200×80×7.5×11

［-250×90×9×13

ℓℓℓℓ

ℓ

18N/

18N/

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－５（復旧）

鋼製鳥居型受け防護（鋼管）

東京ガス㈱

55

18N/

2［-100×50×5×7.5

2［-100×50×5×7.5

2［-100×50×5×7.5

2［-100×50×5×7.5

［-200×80×7.5×11

［-250×90×9×13

200

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－６（復旧）

鋼製鳥居型受け防護（鋳鉄管）

東京ガス㈱

56

18N/

18N/

［-200×80×7.5×11

［-250×90×9×13

200

2［-100×50×5×7.5

2［-100×50×5×7.5

2［-100×50×5×7.5

2［-100×50×5×7.5

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－７（復旧）

木製受け防護例

東京ガス㈱

57

鳥居型の断面図 鋳鉄管の受台頭部詳細図

鳥居型の側面図

受はり型の側面図

ℓ ℓℓℓℓℓ

（鳥居型で受はりなしの場合）

口径 100mm 以上の鋼管の受台頭部詳細図

（鳥居型で受はりなしの場合）

※（口径 100 ～ 200mm 以下は除く）
ゴム板 (t=6mm 以上 )

松平角 150×100

5
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1
1
0
1
1
0

松平角 150×60

松平角 150×60

松平角 150×60

建築LL

松
平
角
150×

60 松
平

角
15

0×
60

受はり型の受台頭部詳細図

（口径 50mm 以下）

受はり型の受台頭部詳細図

（口径 80 ～ 200mm 以下）

口径 D=400-750mm
高さ H=2.5m 以下口径 D=300mm 以下

高さ H=2.5m 以下

H-150×150×7×10 松平角 150×100

松平角 240×120
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H-150
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H-200
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松角 150
H-150

受はり型
H-200
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H-300

1,100
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～ 2,000
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～ 2,000

1,100
～ 2,000

1,150
～ 1,850
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～ 1,950

1,250
～ 1,700

1,200
～ 2,000

1,000
～ 1,650

受はり型
H-200

〃

〃 〃

受はり型
H-200

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

1,000

1,500

1,000 1,000

1,000

松角 150 松角 150

松角 150松角 150 鳥居型

鳥居型

鳥居型

鳥居型

750 750

1,500

受台間隔
ℓ

笠　　木
a

受台間隔
ℓ

笠　　木
a

柱
b

H＜2.0m 2.0m≦H≦2.5m

2.0m≦H で鋼管（鳥居型）

適用可能な土被りの範囲

中 圧 Ａ 中 圧 Ｂ 低　　圧

　1. 木材はすべて木構造設計基準（日本建築学会）に規定する普通構造材を用い、
　　取付詳細はすべて同基準による。
　2. 材料は原則として 1本のものを使用する。
　3. 接合はすべてボルトを使用し、堅固に締結する。
　4. 埋戻の盛土高は 1.5ｍ以内とする。
※5. ＰＬ6t（プレート）については、笠木のめり込み防止用として設置する。
　6. この標準防護工法が適用できるガス管の土被りは 1～ 2ｍの範囲内にある場合
　　とする。ただし、左記の適用可能な土被りの範囲は厳守すること。
※7. Ｈ＜2ｍの鳥居型で鋳鉄管の口径が 100 ～ 200mm 以下の受台頭部は、笠木のＨ
　　鋼及びＰＬ6t（プレート）は不要とする。
　8. 口径 400mm 鋼管の材質がＳＧＰ管（昭和 49 年 9 月以降埋設）でガス管の下部
　　が 2ｍ以上埋戻される場合は受はり型とする。
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［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－８（復旧）

ガス管の鉄筋コンクリート型受台（小規模工事用）

東京ガス㈱

58

18N/mm2とする。

61

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－９（復旧）

ガス管のコンクリートパイル型受台（小規模工事用）

東京ガス㈱

59

18N/mm2とする。

61

支 柱 幅

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－１０（復旧）

ガス管の鉄筋コンクリート型受台（バルブ）

東京ガス㈱

60

18N/mm2とする。

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －

図面番号 ガス－１１（復旧）

ＴＭ管以外の鋳鉄管の規格及び寸法

東京ガス㈱

61

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。
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－ 　 －

図面番号 ガス－１２（復旧）

鉄筋コンクリート受け防護（φ150以下）

名古屋市交通局

62

平成17年 3月 一部改訂

影響部

（
60
0）

19φ

注記:1. 床版の版厚、鉄筋は土被り1.5mまで適用する。
ただし、（）内の版厚、鉄筋は土被り1.5mを
超え、2.5mまでの場合に適用する。

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。
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注記:1. 床版の版厚、鉄筋は土被り1.5mまで適用する。
ただし、（）内の版厚、鉄筋は土被り1.5mを
超え、2.5mまでの場合に適用する。

－ 　 －

図面番号 ガス－１３（復旧）

鉄筋コンクリート受け防護（φ400以下）

名古屋市交通局

63

平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。
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注記:1. 床版の版厚、鉄筋は土被り1.5mまで適用する。
ただし、（）内の版厚、鉄筋は土被り1.5mを
超え、2.5mまでの場合に適用する。

－ 　 －64

図面番号 ガス－１４（復旧）

鉄筋コンクリート受け防護（φ500以下）

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －65

図面番号 下水－１（復旧）

下水管受防護（１）

東京都下水道局

B1

H－300×300×10×15

H－300×300×10×15

H－300×300×10×15

水平継材
松30×120

a.松押角
b.松押角又は鋼材 b.松押角又は鋼材 b.松押角又は鋼材

a.松押角 a.松押角

松押角
120×120

190

1200　2列

管内径
寸法及び材料

3600以内　2列 3600以内　2列

2400　2列

コンクリート基礎受け部材

a

b 松押角
120×120

松押角
120×120

松押角
120×120

松押角
150×150

Ｉ－150×75
×5.5×9.5

Ｉ－150×125
×8.5×14

Ｉ－150×125
×8.5×14

松押角
150×150

松押角
150×150

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －66

図面番号 下水－２（復旧）

下水管受防護（２）

東京都下水道局

H－300×300×10×15

［注］1.

2.
3.
4.

空洞コンクリートブロックはJIS A 5406（B種）の規格品あるいはこれと同等以上
のものとし、積み上げの際、空洞部分にコンクリート（高炉セメントの16N/mm2）
をつめこむものとする。ブロック積みの高さは3.60ｍ以内とし、それ以上の場合
は高さに応じコンクリート（5.00ｍまで）又は鋼材を使用すること。
ブロック積みの際目地モルタルは平均8㎜以上とすること。
コンクリート（B）はσ28≧16N/mm2

復旧に際して占用位置が変更となった場合は、基礎コンクリート下の松押角は不
要とする（仮切廻し、仮設管、一時撤去含む）

H－300×300×10×15

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －67

図面番号 下水－３（復旧）

下水管受防護（３）／φ600 ～φ800

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



＝

＝

＝

注記：1. 仮鋼管φ500 以下および、鋼管φ600 ～φ900 は B 部不要。

　　　2. 版厚、鉄筋は土被り 2.5ｍまで、適用する。

　　　3.（）内数値は、φ500 を示す。

　　　4. ダクタイル管以外は、復旧床版設置後下水道局により、ヒューム管に布施替えする。

－ 　 －68

図面番号 下水－４（復旧）

ダクタイル管・仮配管受け防護

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

9
0
0

断面A-A 断面B-B 断面C-C

断面E-E 断面F-F 断面G-G

断面D-D

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －69

図面番号 下水－５（復旧）

下水人孔受防護（１）

東京都下水道局

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －70

図面番号 下水－６（復旧）

下水人孔受防護（２）

東京都下水道局

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。
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Ｈ
≦

5
ｍ

0
0

(注)　埋設物の復旧は、流動化処理土による埋戻しを

標準工法としていることから、原則受け防護（復

旧受け台）を施工しないこととしている。このこ

とから、乙は、浮上がり防止対策、吊り下げ金具

の撤去方法・時期等について、あらかじめ管理者

と協議のうえ、施工詳細図、その他必要事項を記

載した施工計画書を作成し、監督員の承認を得る

ものとする。

　　　また、復旧にあたっては、必要の都度、監督員

及び管理者の立会いを受け、施工するものとする。

－ 　 －71

図面番号 下水－７（復旧）

下水人孔復旧標準図

東京地下鉄㈱

に縁切り用シー人孔

下受桁(防護時設置)

下受桁(防護時設置)

下受桁(防護時設置) 下受桁(防護時設置)

ＰＬ-300×300×12

コンクリート

水平継材
水平継材

水平継材

水平継材

(12-15BB相当品)
(12-15BB相当品)

(12-15BB相当品) (12-15BB相当品)

ＰＬ-300×300×12

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。
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－ 　 －72

図面番号 下水－８（復旧）

人孔防護復旧工図

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －73

図面番号 通信－１（復旧）

通信管路復旧

東日本電信電話㈱

（σck＝ck＝1515N/N/mm2）

（σck＝ck＝1515N/N/mm2以上）以上）

（σck＝ck＝1515N/N/mm2以上）以上）
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L－50×50×6

L－40×40×5
50×100×400

190×190×390

［－150×75×6.5×10
L－50×50×6

L－40×40×5
80×100×550

［－150×75×9×12
L－50×50×6

L－40×40×5
80×100×550

［－200×80×7.5×11
L－65×65×6

L－40×40×5
150×150×850

［－200×90×8×13
L－65×65×6

L－40×40×5
180×180×1000

［－250×90×9×13

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －74

図面番号 通信－２（復旧）

通信マンホールの復旧

東日本電信電話㈱

（σck＝（σck＝1515N/N/mm2以上）以上）

［注］1.
2.

3.

マンホール受台と構築頂面との間に縁切り用シートを挿入すること。
支柱コンクリートはσck＝σck＝2121N/N/mm2以上とし、根固めコンクリートは
σck＝σck＝1515N/N/mm2以上とする。
鉄筋については2列に入れるのを原則とし、ピッチ、径、等は強度計
算の結果決定する。

（σck＝ck＝2121N/N/mm2以上）以上）

（σck＝（σck＝1515N/N/mm2以上）以上）
根固めコンクリート

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



＝

＝

1
2
5

1
2
5

保護コンクリート 保護コンクリート

注：床版の版厚、鉄筋は、土被 2.5m まで適用する。

－ 　 －75

図面番号 通信－３（復旧）

鋼管、鋳鉄管、硬質ビニール管復旧図（９条以下）

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



注：1．床版の鉄筋は、土被1.5ｍまで適用する。
　 ただし、(　)内の鉄筋は土被り1.5ｍを超え2.5ｍ
　 までの場合に適用する。
2．床版の版厚は、土被2.5ｍまで適用する。
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－ 　 －76

図面番号 通信－４（復旧）

鋼管、鋳鉄管、硬質ビニール管復旧図（３５条以下）

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



ℓ
変

ℓ
変

肋
筋

10φ

－ 　 －77

図面番号 通信－５（復旧）

マンホール復旧図

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －78

図面番号 電力－１（復旧）

マンホール復旧図

東京電力㈱

以内

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －79

図面番号 電力－２（復旧）

電力管路復旧（無筋コンクリート、鋼材受台）

参考図
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施工

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －80

図面番号 電力－３（復旧）

電力管路復旧（コンクリートブロック、鉄筋コンクリート受台）

東京電力㈱

　全胴締－鉄筋コンクリート柱による場合

　全胴締－鉄筋コンクリート柱による場合

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －81

図面番号 電力－４（復旧）

電力管路復旧（鉄筋コンクリート受台）

名古屋市交通局平成17年 3月 一部改訂

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。



－ 　 －82

図面番号 電力－５（復旧）

電力直埋ケーブル復旧

東京電力㈱

十分に突き固めまたは砂水締め

1.

2.

3.

埋戻しが所定位置に進んだのち胴木を取付
け押角とかすがい止めとする。
梯子胴木は防蝕するため防腐剤を2回塗布
する。
木製箱の復旧に当っては、鉄筋コンクリー
トケーブルトラフ（JISA5321）を用いる
ものとし、基礎構造は梯子胴木とする。

［この参考図の取り扱い上の注意事項］

　　埋設物防護並びに復旧にあたっては、この参考図

　により各埋設管理者と協議のうえ施工すること。
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